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   市民のみなさんと市長が直接対話

 まちづくり懇談会

10
／
26
開
催

荘
野
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

荘
野
の
史
跡
整
備
な
ど

　

荘
野
地
区
は
、
横
大
道
古
墳
や

木
村
城
な
ど
、
歴
史
あ
る
地
区
だ

が
、
住
民
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な

い
面
も
あ
る
。
行
政
と
共
に
、
周

知
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
木
村
城
は
、
県
の
史
跡

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
木
の
幹
の

太
さ
が
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
木
は
切
っ
て
は
い
け
な
い
と
聞

い
た
。
山
城
の
輪
郭
が
き
れ
い
に

見
え
る
よ
う
、
整
備
に
協
力
し
て

ほ
し
い
。

 

　

 
 
 

荘
野
地
区
は
歴
史
資
源
が

　
　
　

た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
れ
ま

で
郷
土
の
貴
重
な
文
化
財
を
保

護
・
活
用
さ
ら
に
整
備
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「
再
現
し
よ
う
！

神
田
の
町
並
み
」
と
い
っ
た
歴
史

的
な
取
組
み
を
さ
れ
て
お
り
、
市

も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

木
村
城
の
立
木
の
伐
採
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
の
許
可
と
県
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
が
、
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
の
制
約
は
な
い
と
思

荘
野
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　
　
　

会
長　

種
村　

文
朗
さ
ん

まちづくり懇談会を終えて ････
　今日は、地域に住むたくさんの人が来ら

れ、まちづくりに対する関心の高さが分

かってよかったです。これからは物ではな

く人のつながりやコミュニティを大切にし

ながら、地域にあるものを見直していきた

いです。

　提案した項目の実現に向けて市と協力し

ていきたいと思います。

  市では、市民が主役のまちづくりを目指して、昨年度から、

市民のみなさんと市長が直接対話する「まちづくり懇談会」

を住民自治組織と協働で開催しています。10 月開催の荘野

地区でいただいたご意見の一部をご紹介します。

い
ま
す
。
伐
採
を
希
望
さ
れ
る
エ

リ
ア
と
伐
採
方
法
の
詳
細
に
つ
い

て
、
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

定
年
後
帰
っ
て
住
み
た
い

　
　
荘
野
づ
く
り
に
向
け
て

　

荘
野
地
区
は
交
通
の
便
な
ど
も

良
く
、
生
活
環
境
は
恵
ま
れ
て
い

る
地
域
と
考
え
て
い
る
が
、
一
方

で
若
年
層
の
転
出
も
多
く
、
今
後

は
、
空
き
家
や
休
耕
田
が
増
え
て

い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

 

定
年
退
職
者
が
荘
野
へ
帰
っ
て

く
れ
ば
、
地
域
に
活
気
が
出
る
と

考
え
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
し
て
、

空
き
家
や
実
家
の
増
改
築
の
補
助

制
度
を
充
実
さ
せ
、
利
用
し
や
す

く
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
市
が
、
休
耕
田
や
空
き

家
を
一
度
借
り
上
げ
、
市
民
へ
貸

す
と
い
う
方
法
が
で
き
れ
ば
、
貸

す
方
も
安
心
し
て
貸
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

 

　

 
 
 

農
地
・
休
耕
田
の
活
用
に

　
　
　

つ
い
て
は
、
農
地
の
集
積

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
と

い
う
部
分
も
含
め
、
様
々
な
機
関

と
連
携
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
が
家
屋
の
賃
借
を
仲
介
す
る

と
、
宅
建
法
に
抵
触
す
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
仲

介
で
は
な
く
、
情
報
提
供
と
い
う

方
法
で
、
市
と
業
者
、
個
人
の
つ

な
が
り
を
整
理
し
て
い
る
市
町
も

あ
り
ま
す
。

答

答

　

市
と
し
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
情
報
提
供
を
求
め
、
宅
建
業

者
の
仲
介
の
も
と
、
そ
れ
ら
の
情

報
を
発
信
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

を
設
け
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
充
実

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
や
実
家
の
増
改

築
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補
助

制
度
の
活
用
も
含
め
て
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Camera News
      カメラニュース

　11 月 28 日、賀茂川中学

校で、生徒と地域の 60 歳

以上の人との交流試合が行

われ、男子はスローピッチ

ソフトボール、女子はバ

レーボールで交流を深めま

した。元気いっぱいの声と

いきいきとした表情が印象

的でした。

健康づくりを通して　世代間交流

　12 月２日、大広苑で、竹原市竹原地

区重要伝統的建造物群保存地区選定 30 

周年記念事業が行われ、地域の人や町並

みに関心がある人など、約 200 人が参加

しました。町並み保存地区の魅力や、空

き家再生についての講演と、竹原小学校

６年生の児童による音楽劇「竹原塩物語」

が上演されました。劇中の迫力ある大合

唱に、多くの人が惹きつけられました。

　先人達から託された、町並み保存地区。

保存・活用し、次世代に継承していくこ

とが、私達の務めです。

町並み保存地区 選定 30 周年

　11 月 27 日、 市 民 館 で、

食育講演会が行われ、医学

博士の服部幸應さんが、自

身の経験や知識をふまえて

「食」の大切さについて語り

ました。「食育は、人づくり。

一人ひとりが変われば、ま

ちも変わる」という服部さ

んの言葉が印象的でした。

改めて知る「食」の大切さ　

風光明媚な港で　海の幸を満喫

　11 月 27 日、忠海東小学校で、次代を

担う子どもの文化芸術体験事業の一環と

して、㈲ひとみ座による人形劇「ゲゲゲ

の鬼太郎」が行われました。

　児童達は、自作の妖怪の人形を使って、

劇団員と共に演技を披露。児童からは、

「劇団の人が仲良くしてくれて楽しかっ

た。」「悪い妖怪を倒すところが面白かっ

た」といった感想が聞かれました。また、

６年生の吉田竜くんが「舞台芸術に触れ、

人形劇の良さや楽しさを実感した。」と、

劇団員へのお礼の言葉を述べると、会場

は温かい雰囲気に包まれました。

可愛い妖怪　大集合！

　11 月 29 日、東野小学校で、

バスの乗り方・バリアフリー

教室が開催され、東野小学校

３、４年生の児童が、乗車体

験や安全教室などを通じて、

バスの乗り方について学びま

した。高齢者擬似体験では、

高齢者の気持ちを肌で体感。

また、バリアフリーバスには、

驚きの声があがっていました。

楽しく学ぼう　バスの乗り方

　11 月 25 日、忠海港で、

いっぺんきん祭みなとオア

シスただのうみが開催され

ました。風光明媚な海と島、

山並みを背景に、たい飯、

たこ天などの忠海産品の販

売や、クルージング、太鼓

演奏などが行われ、多くの

来場者でにぎわいました。


